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国際貢献を目指す都市、

その西の横綱は７＝　、

　ヨーロッパの中央に位置し、四方を山に囲まれ

た国スイス、日本人にとって好感度のもっとも高

い国の一つであるスイスは永世中立の国として、

歴史的にも名高い国家である。

　そのスイズでもっとも知られている都市がジュ

ネーブである。首都の名前を知らない人でもこの

都市のことは知っている（云わずもがなのことで

あるが首都はベルン、日本の在スイス大使館もこ

こに所在する）。／

　ジュネーブは、他のヨーロッパの都市に比べて

多くの民族の顔が見受けられる。そして、彼等は

額を突き合わせて議論を展開しているようだ。

　それもそのはず、ジ４ネープは、地球規模の問

題を解決するために、ニューヨークと並んで国際

会議がもっとも盛んに開催される都市なのである。

人権保護、人道支援、保健医療などのテーマを中

心に国連機関、国際機関、そして多くのＮＧＯな

どが参集し、議論し、結論を出し、そして実行す

る土地なのである。

　さて、ジュネーブにはどのような機関が所在し

ているのであろうか。

　まず、最近とみに有名になっｔいる国連機関で

あるＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）が



　それこそまちのレストランやカフェーなどの場

でも真剣な議論が行われる。市民たちの出入りす

るまちのレストランなどで行われているわけであ

るから、市民にとっても非常に身近なものになっ

てくるので、必然的に関心も高まって来るのであ

る。

　従ってジュネープでは大人はもとより子供たち

を含む多くの市民の国際貢献の意識が高まってく

るのもうなずけるのである。

　ジュネーブは世界の国際貢献のメッカといって

いいであろう。

　ジュネーブにかぎらず、日本でもいま｡では国際

協力や国際交流は国ばかりでなく地方自治体にと

っても政策の重要な柱になってきている。

　これまでにもこのコーナーでいくつかの小さな

自治体の活躍ぶりを紹介してきた｡二

　今回は国際貢献を町の重要な政策の一つとして

頑張っている都市を紹介したい。岡山県加茂川町

である。

　岡山県は南は温暖な瀬戸内海に面し、北は雪を

いただく大山の麓に接する自然豊かな土地柄であ

る。とくに果物の産地として有名であり葡萄、メ

ロンなどなんでもおいしい。

　さて、加茂川町は岡山県のほぼ中央に位置し、

農業が中心の山あいの町である。桃の産地として

も有名な土地である。

　一見したところなんの変哲もない普通の町のよ

うに見える。ところが実はこの町は日本で初めて

の素晴らしい決断を成した町なのである。

　それは、“国際貢献条例”を日本で初めて制定し

たことだ。同町の片山町長の強い意志と情熱が実

ったのである。

　正式には、「国際化の推進に関する条例」と呼ぶ

が、積極的に国際社会と関わり合いを持つことで

国際的視野を持つ人間性豊かな感性を育むことが

できる。これが世界に優しい温かな心を持った町

造りの基本になっているのである。
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　このような国際貢献を遂行するためiこ、町の職

員が自ら公務で海外の国際協力事業の現場に出か

けるのである。

　町の佳民に、“国際貢献をしよう”と呼ぴかける

だけでなく、職員が自ら範を示して行動を起こす

のである。　　　　　　　　　　　　－　。’

　人口6700人の小さな町、加茂川町は国際的視野

を育成する大きなチャレンジに取り組んでいるわ

けである。

　町の職員は、平成６年のこの条例施行以来、旧

ューゴ、ソマリア、ジプチ、中国、パングラデシ

ュ、パキスタンなどへ災害救援、開発支援のため

現場に赴いた。さらにスイス、アメリカ、カナダ、

ニュージーランドなどの先進国へも研修のために

赴いている。町長が自ら出かけることもしぱしぱ

である。

　そして、帰国後は町民を対象に報告会を開催し

たり、協力を呼びかけたり、そのフィードバック

も手抜きはしない。アフリカ支援から帰国した職
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　∧……=1:万員の報告を聞いたある少女が、出来ることから始

　　………=gjめよ1う;゜と4j=･4=友達と1≒緒lど毛布やシーツなどを集め

　　……1=tアフシリ､Jカぐに送つ}た:と=萱う。

　　…………1=なお､へこjの町は阪神淡路大震災の際、同じ岡山

　　　∧県に所在ずる有名なＮ､ＧＯのＡＭＤＡ(アジア医

　　　師連絡協議会)と協力し、地震発生の２日後には

　　　=30人の炊き出し班を編成し、いち早く現地入りし

　　＼たことで=も高い評価を受けている。

いつでも何処へでも出が砂ま:ず∧言

二　しかし、=海外に･出かけるのは職員だけではない。

　尚もちろん、町民も盛ん屹国際協力・交流に携わっ

。　て:ﾐ､1るぶこﾄﾞﾄﾞ二戸:1'ふづ……!!ji:;､j':'l

　ニ宍加茂川町は町民全員iこパスポートを所持するよ

　うに勧めている｡≒誰でlも何らかの形で国際社会で

　:活躍出来るように、パズポートを取ったらどうで

　､すかと､=貫r民に期持しでいるわけである。

　∧=………“地球のどこか気ﾔ=:助けを待っている人々のた

　ﾚめに殺に立てる":と思う;ことは、自分にとっても

士生きる喜びをもた/らすｼﾞものである。毎日の生活に

∧　も張りが出てく=るめ､ではないだろうか。

▽∧ﾆそんなごともあjり､∧人口に対してのパスポート

☆サ取得率絃日=本当であるｽﾞとか。

……==yi=:､こめﾉ'?e=ズ､ポー1ﾄﾞが生きてくるのは、町民の海外

I･　｡･=.Il　j■･･.I●"・　　●　　　●I.･
こ……=･J､派遣事業であるぷ‥前述の国際貢献条例が施行され

　……｡たこともあづてぴ国際化を推進する町民組織であ

∧∧るﾚ｢加茂川町国際化推進組織【KIO : Kamogawa

∧!n一陣atiφ細】Qrganiz4tion)｣が結成された。

………jjへ結成ぱ平成6:年９月ﾉだが、予想以上に人数が集

　ﾆまり√中学生から80歳の年配者まで幅広く、現在

………=lま会員が約14(j入に達しｔいる。

　　二特に､ﾊﾞ研修事業嶮派遣事業ぽKI=‘Oの重要な柱

になっている。

　その一つは、昭和53年に始まった「岡山県青年

の翼」事業によって、ホームスティや勤労体験、

そしてボランティア活動などに取り組むのである。

また、総務庁が主催する青少年国際交流事業にの

って、青年海外派遣、世界青年の船、東南アジア

青年の船などの企画に参加することもある。

　行政側が幾分かの補助金を出すので、比較的少

ない自己負担で出かけることが出来るのも好評の

理由のようである。

　もちろん、ＫＩＯのメンバーばかりでなく、町

民は全ての事業に参加出来る｡“近所の奥さんがア

ジアのＡ国へ行ってきだなどという体験談を聞

けば、“よし、次は私が行ってこよう”という気に

なってくる。海外ぱ遠い国”ではなくなってき

ているのである。お互いに知ったもの同士の話で

あるから現地の生の話として伝わるので、感動す

るのであろう。小さな自治体なればこそ、かえっ

て話の伝わり方も早いであろうし、心が一つにな

りやすい。
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　海外への人の派遣と並んで、町の国際化を推進

させるのにプラスになることは海外からの訪問者

を積極的に受け入れることである。

　岡山県は外国青年受け入れ事業によって、アジ

アからの青年をホームステイで受け入れたり、平

成４年から受け入れている国際交流員（主として

英語国から青年を外国語の教員や行政職員として

受け入れる制度）の橋渡しで、交流員の母国であ

るオーストラリアやニュージーランドなどの高校

生を受け入れている。そのようなことから町のあ

ちこちで外国人の姿が見受けられるのはごく自然

なことなのである。

　町民の中でホームステイに参加した家庭は間違

いなく海外に関心を持つようになるのである。

　多くの町民がＫＩＯのメンバーになったり、派

遣事業に参加したり、もちろんホームステイ受け

入れの常連者になってくれたりする。行政側にと

っては大変心強い存在である。　　　　■　■　■
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　ところで“岡山”といえば、前述の国の内外に

その名も高い、人道医療援助活動を行っているＮ

ＧＯであるＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会）が

ある。

　日本人の医師や看護婦ばかりでなく、インド人

の医師、ネパールの看護婦、インドネシアの衛生

検査技師などといったような多国籍のチームを編

成し、世界各地で活躍中である。

　さて、このＡＭＤＡの呼びかけで、自治体、経

済団体、県民などが集まって「国際貢献トピア岡

山構想を推進する会」が発足した。

　岡山を人道的な活動を勧めるＮＧＯが世界中か

ら集結する土地にしようと国の内外に呼びかけて

いる。合い言葉ぱ西のジュネープ、東の岡山”

である。

　定期的に“国際貢献ＮＧＯサミッドを開催し

て、世界のＮＧＯとのネットワーク作りの拡充を

目指している。

　アジアやアフリカなどの地域からのＮＧＯ関係

者が集まって会議を行った後に、県内の自治体を

訪問し、意見交換を行い、親睦を深めるように努

めている。

　加茂川町は必ずサミットで来日したＮＧＯ関係

者を町に迎えることにしている。

　せっかく世界各地から岡山に来てくれたゲスト

の話を町民に聞かせてあげたいとの町長の意向を

反映している。この町を訪問したＮＧＯ関係者は

町民と共にサミットのサテライト会議に参加した

り、一日郵便局長になったり、ホームステイをし

たり、学校や病院を視察したりと盛り沢山な交流

を行っている。普段から海外に出かけることの多

い町民にとっては、こうした交流はごく自然な出

来事なのである。

ドご1住民め国際意識か自治体を鵬かす二………,/万，

前述の「国際貢献トピア 」での出会いが、

家モハメド・サイド氏との懇談を通じて町民の意

識に大きな変化が起こった。同氏と親しくなった

町民遠はその後も交流を続けている。

　そめ交流の中で、私利私欲を捨てて他人のため

に尽くすことの大切さに気付き、町民たちは何は

ともあれ現地を訪れることが必要であるとの結論

に達したのである。

　そして今年の秋には同町を動かして、町民代表

が数名パキスタンを訪問するこ｡とになったのであ

る。つまり住民の意志が行政を動かしたわけであ

る。

　また、町民たちは出会ったＮＧＯの関係者と、

その後何らかの行動を起こすようになってきてい

る。

　その一例としては、鳥取大学の遠山名誉教授が

主催する、中国奥地で緑化推進活動を進めるＮＧ

Ｏがある。町民の有志がこの活動の意義に賛同し、

スタディ・ツアーを組んで中国の奥地まで出掛け

て行くのである。

　ＮＧＯとの連携は確かな情報の入手には不可欠

なことである。現場で活躍する人々の息吹を共有

することでもある。

　町長をはじめ町民たちが､“今、自分たちは何を

すべきなのがを模索し実行に移しているのは流

石である。

　これからのＮＧＯと自治体の協力関係について

述べてみると、例えば、自然災害による緊急援助

にしても医療だけでなく、水道、保健衛生、環境

衛生、土木、統計などが必要となって来ているの

であり、これは自治体が持つノウハウそのものな

のである。ＮＧＯと自治体が協力して活動すれば、

必ずや、福祉行政や町おこしによい影響をあたえ

るのである。

　多彩なノウハウと技術、そして小回りの利く利

点をいかしてＮＧＯと協力し、自治体こそが国と

共に、国際貢献の当事者になるのである。

　加茂川町が単なる岡山県の中の一地方自治体と

してではなく、日本の代表として21世紀に向けて

益々光り輝く自治体になっていただきたいもので

ある。

その後大きな交流に発展したケースもある。

　1995年ｎ月、パキスタンから来日した社会活動
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